
平成 29 年度 事業中間報告書（12 月 1 日現在） 

コース □自主事業コース  □協働市民提案コース  ☑協働行政提案コース 

事業名 船穂町愛宕山地域の魅力の発信事業 

団体名 船穂里山の会 

担当課 船穂支所産業係 

 

1 事業の成果 

平成 29 年度申込書（様式第 2号）に記載した「5(2)事業の実施に期待する効果」に対応する

成果を記入してください。（※実施した事業の詳細は「4事業実施記録」に記入してください。） 

 

2 事業の自己評価 

事業の成果を自己評価すると何点になりますか。計画通りであれば 100 点とします。なお，

想定を大きく上回る成果を得ている場合は 100 点を超える点数を記入してください。 

 

 

3 事業の課題 

事業を実施する中で見えてきた課題を記入してください。 

  

点 70 

 他の団体と協力してイベントを開催することができなかった。 

 船穂支所との連携が十分でなかったことも一因がある。お互いの考えが一致しないまま

時間的なことでイベントをやらざるを得ない状況になったことも多い。 

  

 

 

イベントを開催することによって多数参加してもらい地域の魅力の発見、地域への関

心・興味がより増したと感じた。 

事業を実行にするにあたり、地域内での協力で成功することができ、いかに協力者と日

ごろのコミュニケーションが大事であると痛感した。 

 



4 事業実施記録 

実施した事業の詳細を記入してください。 

実施内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 

受益対象 

者の人数 

スイトピーの花摘み体験 

出荷が終わり、倒す前のスイトピ

ーの花摘み体験を温室内で行った。        

栽培農家の人に栽培方法等説明を聞

き、その後花摘み体験を行った。    

採り放題なので皆納得する量を採り

保存液に漬けて持って帰った。 

4月 9日（日） 

9：00～11：30 

スイトピー栽培

農家の温室 

船穂町船穂地内 

会員 5名 

協力者 8

人 

看護師 1

人 

親子 13

組 

24 人参

加。 

 

タケノコ掘り体験、タケノコご飯つ

くり 

竹林でタケノコ掘り体験を行っ

た。掘ったタケノコは各自持って帰

ったが、前日に掘ったタケノコでメ

ンマ作り、タケノコご飯を皆で作り、

おいしく頂いた。 

4月 22日（土） 

9：00～13：00 

タケノコ栽培農

家 

船穂町水江地内 

会員 6名 

協力者 5

名 

看護師 1

名 

親子 5組

10 人参

加。 

 

田植え体験 

個人の田んぼで手植え体験を行っ

た。その後田植え機での実演。子供

たちは止まっている田植え機に乗っ

ての体験を行った。 

施設の子、東北震災の被災者を招

待した。 

田の草取り体験 

雑草取りの体験を行った。 

稲刈り体験 

手刈りでの体験後、コンバインに

子供を一人ずつ順番に乗せ刈る体験

を行った。 

6月 18日（日） 

9：00～12：00 

 

7月 23日（日） 

9：00～11：30 

 

11月 3日（金） 

9：30～12：00 

田んぼ農家 

船穂町水江地内 

会員 6名 

協力者 5

名 

看護師 1

名 

親子 18

組 

47名 

参加 

（ 協 力

者 の 家

族 を 含

む） 

フルーツカフェ 

10 店ほど出店してもらい、マスカ

ットを入れたカレー、スイーツ、桃

のジュレ、フルーツ入りカレー、プ

リン他販売した。 

10月 9日（月） 

10：00～14：00 

ふなおワイナリ

ー 

船穂町水江地内 

会員 5名 

協力者 8

名 

看護師 1

名 

70 ～ 80

人 

参加 



ミソ作り体験 

 ミソ他を製造している人が講師で

ミソ作り体験を行った。 

材料を 4 つビニール袋に入れ混ぜ

合わせるだけであったが、親子で協

力して行った。 

保存方法、保存期間を教えてもら

い納得して帰った。 

11月 5日（日） 

9：30～11：00 

船穂公民館 

調理室 

 

会員 1名 

協力者 0

名 

看護師 1

名 

親子 8組 

22名 

参加 

   

  

堅盤谷一ノ口水門の説明 

バス会社とか、説明できる人がい

ると紹介されてくるとかの依頼で説

明を行った。鍵は文化財保護課の人

に来て頂いて開けてもらいます。 

説明は 30分程度で、２～3ページ

の冊子を作ったのと高瀬舟の 1/24の

模型品等で説明を行っている。 

今年 1 年で数

回 

一ノ口水門 会員 2名 バスで

５ ～ 6

回 

 


